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大型に於げる渦性形質の遺怖については既に

6 大変品種の分類と地理的分布に関する研ヲ¥:U

の第5報に、叉、その連鎖関係についてF2ま?

の結果を第14報I'C夫t報告したが、その後日

試験を行ってとれらの結巣を誼試した&叉、自

然突然変異として水稲や麦類に於ても屡k見出

され、鋪ヨf、要と俗称~払ている形質の遺侍及び

連鎖関係について別に調査を行った。とれらは

大2慢の遺傭学に多少寄興すでるものと考えられる

のでととにその概要を報告する。

1.渦性温何事手の連鎖関係

さきに種kの渦性大変と連績群検定用品種と

の安維電と行い、 その F霊祭現型の調蜜結果から

渦性遺健子 (uz)が第V1を除奇第I乃至第VII

染色体上に座位する12の遺侮予とばすべて独立

の遺傭をたし、一方第V1蓮鎮群['c属する2つ

の白苗遺停子ac及びanとは夫点4.7土1.5(%) 

及び16.6土1.印6(%)の組換債を以て連鎖して

いるととを知った。とのiF，試験の中、第VI，

VII群に闘する結果は第14報に逓ペたようた幼

植物試験のみによって得たものであるが、それ

らの交雑の 1都のF~ 僻休を圃場に栽植して、成

植物の形態から幼苗による試験結果の遁否を再

槍斗すると共に、更に夫等の民世代の幼植物試

験を行って、.F2友びF.の結果を綜合した組換
慣を得んとした。

Fーを圃場に栽植し.、更に Fs試験を行つtc組
合せは次の如〈であるが、とれらは夫k、ac.

an及びyc主主る白首或は virescent遺傭乎を

ふくんでいるので、 Fxの緑色個体のみが栽植

されたととはいうまでもない。

♀ d 

48--38 Cohle闘 I x 費 金 愛

4ら-40 Nigrinudum x 官畦 金 愛

48--3日 c。回t1 x 首E 金 麦

九世代はF:と同様幼植物試験法により、

各系統は夫，1(25粒内外を用いた占とれらを飽和

水量の約印，6年F保った川砂床上I'Cγ隼に播下
し、 25。に保温したガラス製恒温槽(塗聞のみ

光のあたる〉中で生育させた。 5ー 7日後第1

葉片がたかば抽出したとろ1本宛抜取れ葉緑

素の有無によ P続首と白首を、叉、芽鞘の長短

友び突起の有無に土って並性と?向性の区別を行

つ?と。

a)渦性uzと白首ahとの連鎖関係

1mmer (取34)はF2の組換債(p)及びその

total information (1)を求める式を次の如

〈に示している。

-n p4 + (.-2b-2c-d) Pヨ+2d=0 (1) 
1= __h_~l半量伊L (2) 
(I-P') (2+pI ) 

但し、 a，b， c， dは4-:::>の表現型の夫kの頻

度、 nは金個体数とする。ととに第14報、第3費

に示された NigirnudumX 渦性大麦(於七

変、長四郎変友び黄金安)の F:に於げる並渦
性及ひ・線、白首の分離の結果から、 a=844;b

=393; c=400; d =11; n=l648であるから、

(1)， (2)式より p= 0.166， 1=1763.7903と
計算される。

ヲ~I'C此等 3 交雑の中、 Nigrinudum x黄金

費の民の緑色個体を栽植した所、芸F鞘の特性で

区別された並性及び渦性個体は成植物に於て I

個体の例外もた〈夫k並性友ぴ渦性の特有量を示

し、幼植物検定の誤でないととを示した。而し

てとれば後述する ac7J:.rY yc tr:関する別の2

つの交雑に於てもさを〈同様であった。

さて F2で並性緑色 (AB)であった doubly

dominant群及び?向性緑色 (aB)であった

singly dominant群の組換慣及びその total

informationはれの試験の結果各遺健子型

の頻度を知るととにより衣の式で計算できる

(Immerl934)o 

i) doubly dominant 

+~竺E土!2__{竺宣2.._ _!(l!"'C(1-2p) 
P l-p (1-.2p+2p!) 

2p(eH句 "'h'"立一
=0σ〉

(2"'~ ) 

(126) 【農学研究集391密集4号 1銘ー130買 1951】



1=-'4・(';-6p-8p'+4pa) ムぇ. (4) 
P (l-p) (2+p')2 (1-2p+2t') 

ii) Singly dominant 

P=JL-CB》 Iー 2n くの
(10+21) "，-.n - P(1+"'!})(1ーが〉

但し (3)，(5)式に於ける肥号は下の表のま日1き
各遺体子型の個体散を示すものとする。

AA・I Aa aa 

m
勘

助
n 

l 

m 

而して交雑48-40のFa試験の結巣知られた

民各遺体子型の数は第1衰の如〈である。

第 1表 Fa試験の結果知P得た

Nigrinudum X賞金支

のF~ 各遺何千型の散

暫努-1ドA叫d川吋BI山l
額搬度 14 I 均 1 2鉛611121 6侃111臼71ド拘雪5
.Aa=Uzult， Bb=Anan 

縫って上遠の民及び第1表の数字を(3)(4) 

(5) (6)式にあてはめた結果から衣の獄値が計

算される。

現 自 I PI 

F， 
F3 doubly dOlOinant 

Fa Singly dnminant 

81=4509.327 SPI=710.35560 

p-手 P.E'P=h

によって求めると、 an-uzの組換僚は ]5.75

土1.4892(が〉と計算される。

b)渦性uzと白苗acとの連鎖関係

前述のNigrinudumi'Cついて行ったと金〈

同様な方法によって Colsess1と黄金支との

交雑のれ遺傭子型の頻度をしらペ第2喪主得

た。

第 -袋 Fa試験の結果得たるCols伺s1 

×黄金衰のF~ 各遺体子型の数

遺体・IAABBIAaBB IAABb I Aa勘|幽BBlaaBbI針
子重量 r"'~-I"--~ I....~-I..-~.， 1---1-"-1 

旗康j6 I 38 1 20 I 239 1114 126 I仰
-Aa.=< UZUIIl; Bb = Acac 

との第2表の数字及び第14報の第2表 (F2

表現gr;に関する〉から夫々の組換債友ぴtotal

informationを求めて表示すると衣の如〈で

ある。

項 目

F， 

81=9194.9840 SPI=936.2304 

との結果から ac-uz遺体子聞の重み守げら

れた平均組換債を求めると、

P=1O.17土1.0428(買の となる。

c)渦性 uzと virescentycとの関係

最後に第VJI蓮鎖群に属するととの明か君主

さて、とのように個kのものから得られた組 Coast 111 にふくまれる virescent遺体子yc

換慣P乞綜合した近似値をと得るには2つの方法 主渦性との関係について上越の2実験と金〈同

があるが、今Roberlsonet al.(1944)にぷり 機な実験方法によって F3調査を行い、第3表

提唱された4 重み十けられ・た平均の組換償d を の如ぎ結果を得tc.。

第 3表 Fs試験の結掛辱た CoastIIIx黄金支のF2に於ける各遺傭子型の数

項 日 P 

JJ12Z8lニ1417ドニドニl川 極大

観

理

.. Aa=Uzuz; Db=Yo1百 "分雌比 1:2:2:4:1:2iして

-7- (127) 
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とれらの交雑に用いた品種のもつ遭4恵子は失

の如ぞ表示される。

孟??州fT~I~~両川十
鎌不要 v I b 一. 1 1+ -ト + ，1- 4・ + 
イヲク黒奏 ー.. ー -，'・ 4ト + 付ト s r + + 

改良坊主姿 v I b 回 寸・ lk bl + 十 uz 4ト

ホ 府 v b 司'，'・ 1 + + a・4・ UZ + 

Brachytic v b n + + + +・ +・ +. br 

と旬、えよう。

さて著者らは第14報に於て、 Robertson(19 

37)の結果とを綜合して満性遺傭ヂの第VI染

色体上舵於げる配列を図示したが、 Fsの温試験

の結果、各遺体手の関係f立置には変りないが、

uzと ac及び an乏の聞の組換債忙僅かの遣

い~~じた.従つt、本結果に基き第 VI 染色

体主の遺倖子排列を第1図のま口4訂正するのが

遁当と考えられる。

x 

x 

イラク黒葬

改良坊主麦

鎌不要

イヲク黒軍事

Brach.rtic 

竺竺1
47-32 
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2.輔の脆弱性の温情及び連鎖

a)稗の脆弱性と独立分障する形質

稗の脆弱性が正常のものに対ιて単劣性とし
τ行動するととは後述の第 4，5表I'C:示した結
巣から明かとなったのでとれに指しおなる遺

健子記号をめたえた。 ζの稗の強弱と独立分離

をなす形質は第4衰の如〈である。

第4表によれば、稗の強弱 (Fsfs)は僚性

(Vv) ，覇色の黒白 (Bb)，皮裸性 (Nn)，琶

の長短 (Lklk)，糟の疎草野 (LI)，糊勝屠の色の

有無(Bbl)，並禍性(Uruz)及び brachytic

(Brbr)とはいやれも独立の分障をたすととが

犬体化於て認められる。 Lたがって、との対立

iI:伸1-は 1，11， 111， IV， VI， VII連鎖群には

属さないものと考えられる。

b)連鎖形質

上の結果かち稗の強調性は第V連費宮干に属す

るものと推測されるので、との第V群の指示形

質たる敵q長短毛 (S8)及び世の組滑性 (Rr)

-l;lー

との実験に用いた品種 p鋪不要4 は鴻巣試験

地よりゅ令り受けたもの喧あってその起原は不

明であ ~j1、成長が可たり謹むと稗や葉片、葉

鞘の組織が極めて脆弱ξ怒り、成黙L..ilを稗は措

聞に容易『て細か〈砕かれるもので、その~の示

ナ如〈徒手で験種でぎる。巴のようた稗の脆弱

北ず忍突然変異体は以前から7.K精や大言震に於て

知られて:trT、内回(1947)は7.K栢"相穂ヘ標
安"三僚が×白珍チ"F~ に於て同性質の変異

個体を見出している。箸者も操変品種"於七s

I'C:於て類似の、しかし上肥ぬ"鏑不要4 左2，3 

の特性ピ於て異る同然突然変異体を見I-sL発。

縫って、と il'C:用いたものも治そら〈自然突然

変異化よるものと推測される。

併しながら敵米に於てかかるものの肥載をみ

歩、叉大変のかかる変異の遺体並びに連鎖関係

について報告された.ものが全くないので、とと

に戎の様主主交礁を行ってその研究を行った。

(198) 



第 4表 錦不要と種々の品種との受維のF2陀提ける稗の強調と

他の形質との独立分離の歌視

記
開査遺惇子 各 表 現 型 の 数

連鎖群 交雑番号
AB Bb 号

合計 X2 P 
AB Ab BB ab 

I 47-31 牛 v+ fs 260 1.04 99 22 475 6.7133 .0..083 

II 47-31 "'b牛色 259 10.0 90 !l6 475 2.0634 .0.5641 

III 47-31 "'l+ii凶 243 103 ].05 23 475 9..0983 .0..0282 

47-32 f/ " 188 8.0 6.0 lH 359 7.4288 .0.061 

f/ トnトfs 209 6.0 58 25 352 2.5354 .0.4756 

" 4・lk←fs 2.07 67 61 24 35!'1 .0.6.09 極大

IV 47-3a キbHトfs 20& 54 63 28 351 3.131.0 .0.3746 

VI 47-32 +-UII'+-fo 207 68 61 23 359 .0.7鉛8 雄大

47-32 1/ " 172 45 51 12 28.0 4.1778 .0.2455 

VJI 48-26 +br+ fs 216 85 61 25 387 4..0147 .0. 26.oJ 

第 5表 稗の強調(Fsfs)と第V連鎖群の指示形質たる底刺

畏短毛 (Ss) 及び~の粗滑 (Rr) との相互関係

交薙寸樫 4f>表現型の数

AB BB 

旗 察 数 159 54 

47-33 イト 8 + {II 9: 3: 3: 1邑しτ 157..0 52.3 
20.35%主 L て 142.3 66.9 

貌 察.数 237 112 

47-31 +s+白 9: 3: 3: 1邑して 267.19 89..06 

. 26.12%として 245.7 11.0.6 

事E 察 数 258 91 

47-31 ... r + fd 9: 3: 3: 1邑し・て 267.19 89.明子

38.61%として 255.2.0 ].01..05 

叡 聖誕 数 3.09 45 

47-31 +r..f.圃 S 9: 3: 3: 1とし・て 267.1臼 89..06 

25.1% として 304.2 52.1 

淑 察 数 282 51 

47-'l6 +r+圃 9: 3: 3: 1主して 246.2 82.2 

2[;.99% G して 278.U8 49.52 

との関係にヲいて調査し第5衰の結果を得た。

第5表によれば稗の強調 (Fsfs)と底刺長短

毛 (Ss)とは独立分離として誼合度が極めて低

い。叉、とれと世の粗滑性 (Rr)とも同様の関

係にある。而して多〈の研賞者が示している如

〈底刺長短毛と世の粗滑との聞にも明かに連鎖

合計 X! P 
Ab Bb 

64 2 279 

52.需 17.4 279 16.3281 極少

66.9 2.9 279 4.852 .0.1851 

117 9 475 

89..06 29.69 475 32.5.037 極少

11.0.6 8.1 475 .0.7961 極大

1.09 ]7 475 

89.06 .29.69 475 1.0.239 .0..0169 

1.01..05 17.7.0 475 1.6834 .0.6449 

58 63 475 

89..06 29.6(1 475 極少

52.1 66.6 475 1.9.06 .0.5939 

47 68 438 

82.2 27.4 438 66.2952 極少

4<1.52 59.98 438 .0.27.05 縄大

があるととが見られる。従って、とれら3対の

遺侍予の聞には蓮鎖関係があるものと見倣し得

る。而して Immerの相乗法で各kの組換債を

計算すると戎の如〈になる。

fs-s (47-33 (相反〉
l47-31 (相反)

20.35土3.84(%)

26.12土2.85(%)

一日一 (129) 



fs-r: 41-31 (相互〉

r47-31 (相引〉

話.61.士重.印(%)
25.10士1.59(~) 

r→い=36(:相~J} ぉ..99;;1;1.ω凶
今ととに得7ヒ組換債を以て夫々の遺偉予が連
鎖しているものとしてその理論比主計算してみ

るとやデれもよ〈夫kの観察数と一致するとと

が第5毒更に通告℃明かに認められる。今までぶ公

表忘れ役所 (RobertsQI¥et al. 1941)による

と、 Z片喝の組換慣は 28.1，初， 30.8. 34.6， 

約 35及び42.7%であって、大約00%前後d:み

られ、ヒの結果の数字より多少大台いが著しい

差異ほみられたい。故に、稗の強弱は第V蓮鎮

群I'L属サる形質}:，'み主主し得る。而して、とれら

3 遺惇子は第 5染色体I'L~て r-s-fs の順序

に排列されているものといえる。〈第2図〉

k z φ恥~払1. ，，"1. γ 、 T~/ '
r 'S fs 

F 胃・M 半 26.1甥
'¥25.99$) 120.35第)

第 2園大麦第5染色体に於けるr.s， fs 

遺倖子の排列歌況

欄 彊

1.大衰の渦性形質の連鎖関係を F8試験を行つ

て誼試し、既報の民の結婚をも綜合して、

渦性遺体子uz，とColsess1にふくまれる白

苗遺体子 ac.!; a;l閣に 10.17.;;1;1.0428(.%_). 

Nigrinudum の白首遺体子 an との閉に

15.75企1.4892(%)の組換慣が得られた。

2.大変の1崎型品種"錦不要4 にふくまれる
稗の脆弱性は正常に対し卑劣性とLて行調加す

る。との遺伸子fsは第V連鎖群に属レ、&の

染色体上の排列順序は r-s~fs であるとと

が知られた。
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